
他県での事例

事例１　よさこいメガソーラー ＜民＞

　◆県内での小規模分散型太陽光発電事業
　　・県内事業所等で合計1,000kWの太陽光発電を設置するという事業。
　　・平成18年から３ヶ年で設置し、１７年間の事業。
　　・出力の規模は、３kW～160kWで約４５箇所。
　　・環境省から補助あり（メガワットソーラー共同利用モデル事業）。
　　・設置事業者からは、月々の使用料のほか、初期にいくらの負担あり。

事例２　市民ファンドによる地域エネルギー事業 ＜民＞

　◆太陽光発電事業　長野県飯田市、岡山県備前市
　　・よさこいメガソーラーと同じような仕組みであるが、初期負担は不要。
　　・事業期間としては、１５年～２０年。
　◆おひさま０円システム　長野県飯田市
　　・初期費用０円での太陽光パネル設置で、９年間は定額料金を徴収。
　　・１０年目以降は、譲渡。

事例３　（新潟県） ＜官民＞

・住宅用太陽光発電の普及に向けた、県の信用補完を活用したビジネスプラン
※信用補完
　県100％出資の（財）にいがた産業創造機構と県が協定を締結し、県が基
金として1,000万円積む。
　認定事業者から購入する場合に、ファイナンスにかかる信用保証料相当額を
県が保証する代わりに、金利を下げるという仕組み。
（認定事業者：コメリと日立キャピタル、テクノナガイとジャスダック）

資料３

（認定事業者：コメリと日立キャピタル、テクノナガイとジャスダック）

事例４　（横浜市） ＜官民＞

・住宅用太陽光発電及びホームエネルギーマネジメントシステム（HEMS）
の普及のため、事業モデルの実証
・事業者（メーカー・販売店、施行業者）は、ノウハウを活かし、一括調達・
集中設置、メンテナンス等ワンストップサービスにより、HEMS及びPVを安
価で市民に提供。

事例５　（神奈川県） ＜官民＞

・住宅用太陽光発電の普及にむけた「かながわソーラーバンクシステム」
　県と参加事業者が協力し、太陽光発電設備をリーズナブルな価格（安価）
で、安心して設置する取組で、実施事業者を公募。
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事例６　（兵庫県） ＜官民＞

・兵庫県が、特定目的会社（SPC）を設立し、太陽光発電事業を実施
　県民などからの出資を募り、淡路島３市の公共施設での太陽光発電のモデル
事業を実施予定。
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